
令和５年１０月２日 

関係各位 

東京学芸大学附属高等学校 校長 大野 弘 

 

東京学芸大学附属高等学校 

第22回 公開教育研究大会・SSH事業報告会のご案内 

 

 皆様方には，時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて，本校では，第22回公開教育研究大会および令和5年度SSH事業報告会を以下のとおり開催いたします。4年ぶりに全教科対面形式での実施と

なります。是非，多くの教育関係者の皆様にご参加いただき，ご意見，ご助言を賜りたく，ご案内申し上げます。 
 

１.  主題 

「生徒Agencyを育むカリキュラム・マネジメント(1)〜探究活動を軸としたカリキュラムづくり 〜」 

 本校ではこれまで，カリキュラム・マネジメントを研究主題として掲げ，継続して取り組んできました。特に，生徒自らが問題を

設定し，各教科の知識を総合的に活かして問題解決に取り組む探究活動には，カリキュラム・マネジメントの重要性は大きいと考え

ています。さらに，これからの予測困難な時代を生きていく生徒たちには，Agency −変化を起こすために，自分で目標を設定し，振

り返り， 責任を持って行動する能力− が求められており，その育成に向けて学校全体のカリキュラムを有機的なものへと高めてい

きたいと考えています。 

 

２.  日時・内容 

令和5年11月25日（土） 
9:00 9:30 ～ 9:50  10:00 ～ 10:50  11:10 ～ 12:00  12:45 ～ 14:15  14:30 ～ 16:00  16:10 ～ 17:00 

受 付 全体会 
休 

 

憩 
公開授業Ⅰ 

休 
 

憩 

 
公開授業Ⅱ 

 

 
昼休み 

 

 
研究協議会 

 

休 
 

憩 
講 演 会 

休 

憩 

 
SSH事業報告会 

 

公開授業Ⅰ・Ⅱ 連続. 10:00〜12:00 

教 科 科 目 授 業 者 授 業 タ イ ト ル 授  業  概  要 

地歴公民 地理総合 松本 至巨 
地形から災害の可能性

を考える 

授業で学習した地形について，地形図で読み取ったり，過去の地図等と比較す

るなどして，身近な地域の特徴を知り，災害の可能性を考える基礎的な力を身

につけさせたい。 

数 学 数 学 Ｂ 大谷 晋 
統計的な推測を通して

育む生徒 Agency 

災害に備えて，本校生徒約 1000 名分の食料の備蓄量について考える。生徒の

一部にアンケートをとって消費量（食べる量）を調べて，備蓄量を算定する。 

理 科 物理基礎 西村 塁太 
音速測定の実験デザイ

ン 

物理基礎では単元の終わりの授業で，それまでに学習した知識・技能を活用

し，生徒自ら実験デザインする探究活動を行っています。公開研究会では音速

測定の実験及び成果物としてのポスター作成の授業を公開します。 

理 科 化学基礎 成川 和久 化学電池を評価する 

”素晴らしい”化学電池，の”素晴らしい”を班員で話し合って，化学電池の

具体的な評価内容と評価基準のルーブリックを作成する。化学電池を実験でつ

くり，作成した電池を自分たちが考えたルーブリックで実際に評価をする。 

保健体育 保 健 中田 雅皓 
性感染症はなぜ蔓延す

るのか 

性感染症の広がりについて，教室内で誰もが安全に行うことのできる実験・体

験を行う。その結果から，近年の性感染症の蔓延について思考を促し，理論と

実社会（企業・世界での取り組み）を繋げて考察，共有させ，思考・行動変容

に繋げていきたい。 

芸 術 音 楽 Ⅰ  居城 勝彦 
太平洋地域の音楽に親

しもう 

ハワイアン音楽のウクレレ弾き歌いの経験からその音楽文化の成立背景を調

べ，人々の営みと合わせて省察する。そこで思考したことを自らの音楽表現の

中に活かそうとする活動に取り組む。 

芸 術 工 芸 Ⅰ  神田 春菜 

人々の生活を心豊かに

演出する〜キャンドル

スタンドの制作〜 

社会的な視点に立って，キャンドルスタンドを陶土で表現したり，鑑賞したり

する題材である。本授業では，油粘土で制作した試作品を社会的な視点から客

観的に分析し，より条件に合った作品へと改善していく活動に取り組む。 

芸 術 書 道 Ⅰ  荒井 一浩 臨書から倣書，創作へ 

宋の四大家の一人，米芾の「蜀素帖」を教材に臨書，集字による倣書，さらに

意図を持って自分らしい作品に昇華する過程を学ぶ。本授業では，集字をどう

変えたいのか，そのためには何をすべきかを考え実践していく。 

 



公開授業Ⅰ 10:00〜10:50 

教 科 科 目 授 業 者 授 業 タ イ ト ル 授  業  概  要 

国 語 言語文化 佐藤希世子 

古典と近現代の作品を

比較し自分の考えを深

める 

『伊勢物語』「梓弓」，『大和物語』「蘆刈」と近現代の作品を比較し，「永

遠の愛」について考察する。公開授業では『伊勢物語』「梓弓」の描かれてい

る時代背景や時間の経過を理解しながら読解する。 

外国語 

英語コミ

ュニケー

ションⅡ 

豊嶋 維 

インタラクションを通

した内容理解 −ルーテ

ィンと即興性- 

All in Englishの授業の中で思考を促すために，ルーティン化した活動の中で

初見・初聴の質問を投げかける。その質問について生徒間及び生徒・教師間の

やりとりの中で思考し，本文理解を進めていく。 

 

公開授業Ⅱ 11:10〜12:00 

教 科 科 目 授 業 者 授 業 タ イ ト ル 授  業  概  要 

国 語 文学国語 日渡 正行 
夏目漱石『こころ』分析

のキーワードを考える 

今年度の「文学国語」では，「小説」と「評論」を合わせて一つの単元とし，両

者を積極的に結びつけている。夏目漱石『こころ』と若林幹夫「漱石のリアル」

を読み，『こころ』を分析するキーワードを探る。 

外国語 

英語コミ

ュニケー

ションⅠ 

加藤 淳 
主体的な学びを促す授

業実践の考察 

語学の習得には，受け身ではなく自ら目標を設定し，行動を起こし，振り返り，

次の行動を計画するという主体性が不可欠である。本授業を基に，日々の授業で

生徒の主体性を有効に引き出す指導について考察を深めたい。 

家庭科 家庭基礎 桒原 智美 

金融教育と家庭科  

「対象を意識した『金

融教育』の授業を考え

る」  

「金融リテラシーを高める」視点から①金融庁副教材 PPで学習，②「FIRE]を

素材として投資専門家の授業を受け，③自分ごととして「金融教育の授業を生

徒自身で考え」プレゼンする，流れの中での③の部分を授業公開する。 

 

研究協議会  12:45〜14:15  

 

教 科 研 究 テ ー マ 提案者 助言講師 所   属 

国 語 
生徒が自分ごととして取り組むための学習指導の工

夫 〜文学作品を学習材として〜 
国 語 科 石井 正己    東京学芸大学 名誉教授 

地歴公民 生活に活かせる地理の授業をつくる 松本 至巨 三橋 浩志 
文部科学省初等中等教育局 

教科書調査官 社会科（地理） 

数 学 
生徒 Agency を育む単元計画  

－深い学びの実現に向けて－ 
数 学 科 小岩 大 

東京学芸大学 自然科学系 数学科教育学分野 

准教授 

理 科 
生徒による実験デザインと評価活動を通して Agency

を育む 
理 科 今井 泉 東邦大学 理学部教養科 教授 

保健体育 
生徒の必要感を掻き立て，実生活に落とし込むため

の働きかけ・授業実践 
保健体育科 山本 浩二 文教大学 教育学部 教授 

芸 術 

（音楽） 

音楽の活動を通して地球市民を育てるために必要な

視点とは何かを考える。 
居城 勝彦 中山 京子 帝京大学教育学部初等教育学科 教授 

芸 術 

（工芸） 

生徒 Agency 育成の観点から美術，工芸の教育に求め

られる学びを捉え直す 
神田 春菜 横田 学 京都市立芸術大学 名誉教授 

芸 術 

（書道） 
生徒 Agency の育成と書道教育 荒井 一浩 角田 健一 大東文化大学 文学部書道学科 准教授 

外国語 

（英語） 
生徒の発話を引き出す授業実践 

豊嶋 維 

加藤 淳 
金谷 憲 東京学芸大学 名誉教授 

家 庭 

教育現場の「金融教育」どのように実施していきま

すか? ―教育現場，投資専門家それぞれの立場から

困りごとを探っていきましょう！―  

桒原 智美 

中村 香織 

 

宇根 尚秀 

  

東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室戦

略推進部 

元ゆうちょ銀行常務執行役員，インベストメン

ト Lab代表 



講 演 会 14:30〜16:00 

テーマ「OECD Education2030 プロジェクトが描く教育の未来」 

講 師  白井 俊 先生（内閣府科学技術・イノベーション推進事務局参事官） 

OECDでは，2015 年から Education2030プロジェクトを進めてきた。そこで示された中核概念であるエージェンシーや共同エージェンシー

は，まったく新しい概念ではなく，日本の教育にも当然に内在しているものと考えられる。OECDの視点から日本の教育を考えることは，日々

の教育実践に新しい発見や振り返りの視点を与えてくれるだろう。 

  

SSH事業報告会  16:10〜17:00 

本校は，令和4年度〜令和5年度の2年間は経過措置校となっており，来年度のⅢ期目指定を目指して活動を重ねています。「新たな時代を創る人材を育

成するための次世代理数カリキュラムの開発」という研究開発課題で取り組んでおり，具体的には4つの事業を柱に実施しています。「探究活動」，「探究

的な理数系教科での授業」「海外交流」，「特別授業」を通して育成することを目指しています。本研究大会での理数教科の授業提案などは，「探究的な理

数系教科での授業」に関連するものです。本事業報告会においては，本校SSHの概要と共に，残りの3つの事業を中心に報告致します。 

 

３．後援    東京都教育委員会 

 

４．参加申込 

公開授業および講演会への参加申し込み受付は，10月5日（木）よりhttps://forms.gle/dPKcitN2sp2awBoN8 

で行います。上記URLまたは右 QR コードからアクセスしてください。新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため， 

公開授業の参観は一教室50名までの人数制限を設けさせていただきます。何卒ご理解のほど，よろしくお願いいたします。  

 

 

５．本校へのアクセス 

電車  

・東急東横線「学芸大学」駅下車 徒歩 15 分  

・東急田園都市線「三軒茶屋」駅下車 徒歩 20 分  

バス（東急バス）  

・【渋谷駅】西口31番バスのりば「渋 32 野沢龍雲寺循環」行き 

・【三軒茶屋駅】６番バスのりば「黒 06 目黒駅」行き  

※ いずれも「学芸大学附属高校」下車 徒歩 1 分  

 

  

６．その他  

参加費は無料(資料により実費をいただく場合もあります)。 

     参加される方のお弁当の準備はできませんので，各自でご用意くださ 

い。お食事をする部屋はご用意いたします。なお，学校周辺に飲食店はあ 

りませんのでご注意ください(コンビニ等の商店が数軒，少し離れたところ 

にあります)。 

  

問い合わせは下記までお願い致します。 

     東京学芸大学附属高等学校    

    〒154-0002 東京都世田谷区下馬4-1-5  

TEL：03-3421-5151(代)   FAX：03-3421-5152  

E-mail：gaku-ken＠gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp   

担当：研究部 齋藤 洋輔 

 

本校の研究活動はこちらからご覧ください。    

https://www.gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp/research/lists/ 

芸 術 
（音楽） 

音楽文化として日本歌曲を取り上げる際の教材化の
視点 

居城 勝彦 石﨑 秀和 
東京学芸大学教育学部音楽演劇講座 
音楽分野准教授 

芸 術 
（工芸） 

観点別学習状況の評価の課題 
 ～主体的に学習に取り組む態度に着目して～ 

神田 春菜 尾澤 勇 
秋田公立美術大学美術学部美術学科
教授 

芸 術 
（書道） 

博学連携と観点別学習状況の評価 荒井 一浩 
徳泉 さち 
佐々木 佑記 

日本大学文理学部准教授 
五島美術館学芸員 

外国語 
（英語） 

高校生の知的好奇心にあった長文読解と言語活動に
適した英語教材について考える。 

光田 怜太郎 金谷 憲 東京学芸大学教育学部名誉教授 

 

講 演 会 15:00～17:00  ※対面形式、オンライン形式の両方で実施。 
テーマ 「新教育課程における観点別学習状況の評価～資質・能力の向上にどう活かすか～」 
講 師  市川 伸一 先生 
（東京大学名誉教授、帝京大学中学校・高等学校校長補佐、中央教育審議会教育課程部会副部会長、 
児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ主査） 

 

３．後援    東京都教育委員会 
 

４．参加申込 
 本大会（公開授業および講演会）への参加申し込み受付は、https://forms.gle/zCbv3quHANFDLZxEAにて10月30日（日）まで受け付
けております。 

 

５. 本校へのアクセス 
電車 ・東急東横線「学芸大学」駅下車 徒歩 15 分  

     ・東急田園都市線「三軒茶屋」駅下車 徒歩 20 分 

バス（東急バス） 

     ・【渋谷駅】南口から「渋 32 野沢龍雲寺循環」行き  

     ・【目黒駅】西口から「黒 06 三軒茶屋駅」または「黒 09 野沢龍雲寺循環」行き 
     ・【三軒茶屋駅】から「黒 06 目黒駅」行き   
     ・【祐天寺駅】から「黒 06 三軒茶屋駅」行き   

     ※いずれも「学芸大学附属高校」下車 徒歩 1分 

 

６．その他 
  参加費は無料（資料により実費をいただく場合もあります）。 
  ご来校される方に関しまして、お弁当の準備はできませんので、必要な方は各自でご用意ください（お食事をする部屋はご用

意いたします）。なお、学校周辺に飲食店はありませんのでご注意ください（コンビニ等の商店が数軒、少し離れたところにあ
ります）。 
問い合わせは、下記までお願いいたします。 

   東京学芸大学附属高等学校 
    〒154-0002 東京都世田谷区下馬 4-1-5 
    TEL：03-3421-5151（代）   FAX：03-3421-5152 

    E-mail：gaku-ken＠gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp 
    担当：研究部 松本 至巨 
 

 

 

芸 術 
（音楽） 

音楽文化として日本歌曲を取り上げる際の教材化の
視点 

居城 勝彦 石﨑 秀和 
東京学芸大学教育学部音楽演劇講座 
音楽分野准教授 

芸 術 
（工芸） 

観点別学習状況の評価の課題 
 ～主体的に学習に取り組む態度に着目して～ 

神田 春菜 尾澤 勇 
秋田公立美術大学美術学部美術学科
教授 

芸 術 
（書道） 

博学連携と観点別学習状況の評価 荒井 一浩 
徳泉 さち 
佐々木 佑記 

日本大学文理学部准教授 
五島美術館学芸員 

外国語 
（英語） 

高校生の知的好奇心にあった長文読解と言語活動に
適した英語教材について考える。 

光田 怜太郎 金谷 憲 東京学芸大学教育学部名誉教授 

 

講 演 会 15:00～17:00  ※対面形式、オンライン形式の両方で実施。 
テーマ 「新教育課程における観点別学習状況の評価～資質・能力の向上にどう活かすか～」 
講 師  市川 伸一 先生 
（東京大学名誉教授、帝京大学中学校・高等学校校長補佐、中央教育審議会教育課程部会副部会長、 
児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ主査） 

 

３．後援    東京都教育委員会 
 

４．参加申込 
 本大会（公開授業および講演会）への参加申し込み受付は、https://forms.gle/zCbv3quHANFDLZxEAにて10月30日（日）まで受け付
けております。 

 

５. 本校へのアクセス 
電車 ・東急東横線「学芸大学」駅下車 徒歩 15 分  

     ・東急田園都市線「三軒茶屋」駅下車 徒歩 20 分 

バス（東急バス） 

     ・【渋谷駅】南口から「渋 32 野沢龍雲寺循環」行き  

     ・【目黒駅】西口から「黒 06 三軒茶屋駅」または「黒 09 野沢龍雲寺循環」行き 
     ・【三軒茶屋駅】から「黒 06 目黒駅」行き   
     ・【祐天寺駅】から「黒 06 三軒茶屋駅」行き   

     ※いずれも「学芸大学附属高校」下車 徒歩 1分 

 

６．その他 
  参加費は無料（資料により実費をいただく場合もあります）。 
  ご来校される方に関しまして、お弁当の準備はできませんので、必要な方は各自でご用意ください（お食事をする部屋はご用

意いたします）。なお、学校周辺に飲食店はありませんのでご注意ください（コンビニ等の商店が数軒、少し離れたところにあ
ります）。 
問い合わせは、下記までお願いいたします。 

   東京学芸大学附属高等学校 
    〒154-0002 東京都世田谷区下馬 4-1-5 
    TEL：03-3421-5151（代）   FAX：03-3421-5152 

    E-mail：gaku-ken＠gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp 
    担当：研究部 松本 至巨 
 

 

 

https://forms.gle/dPKcitN2sp2awBoN8
https://www.gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp/research/lists/

